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１．研究計画の概要 
本研究は大学改革・評価を効果的に支援する
情報システムの構築と運用を大局的な目標
としている．そのため，大学の諸活動に関す
る情報の収集およびデータベース構築に関
する研究，および，大学の諸活動に関する情
報システムの運用と人材育成に関する研究
を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 大学情報の収集およびデータベース化に
ついては,類似性の強い高等専門学校や多様
性に富む文理融合型の学際系の学科を対象
として電子化されたシラバスの収集とその
整理を行った．収集した情報の構造を分析し
データ形式および XML に基づいた大学の諸
活動に関するデータベース構築の検討を進
めた．また,収集されたシラバスに含まれる用
語の情報を活用するため，適切な辞書を作成
するなど用語の重み付け頻度情報を獲得し
た．それらの情報の分析および多変量解析手
法を用いることによる教育課程の比較分析
を行うなど収集情報の評価への応用につい
て検討を行った．また得られた大学情報の分
析を行うため，とくに文書データ特有のデー
タ変動による分析結果への影響について考
察を行い，コレスポンデンス分析および多重
コレスポンデンス分析に対する数理的検討
やシミュレーションによる検討を行った．ま
たその影響の可視化方法について検討した．
データベースからの情報提供に関連する
Web サービスについて現状調査および具体
的な活用方法（表計算ソフトによる活用法
等）について検討を行った．関連する評価方

法の基礎的研究も行った．さらに新たな大学
情報のデータ形式に関して，XBRL（企業の
財務情報などを効率的に作成・流通・利用で
きるよう国際的に標準化された XML ベース
のコンピュータ言語）がこれまで導入されて
いない分野である国立大学法人の財務諸表
を対象とし，貸借対照表および損益計算書の
タクソノミ（財務報告の勘定科目及び勘定科
目の並び順などの電子的雛形）の設計開発を
行った． 
(2) 大学情報システムの運用と人材育成につ
いては，アメリカの高等教育関連機関におけ
る IR（Institutional Research）部門につい
ての資料収集や専門大会へ参加することに
より調査を行った．また IR の教科書的資料
（米国 IR 協会の入門書）の翻訳を他大学の
研究者らと共同で実施し、IR のわが国への適
用可能性と IR 専門職の人材育成について検
討を行った．さらに情報システムの調査とし
て，全米教育統計センター（National Center 
for Education Statistics）が運営する中等後
教 育 統 合 デ ー タ シ ス テ ム （ Integrated 
Postsecondary Education Data System）に
ついて大学情報の入力から分析にいたる情
報システムの具体的な利用方法について詳
細に調査を行った．IR 部門の大学改革・評価
を効果的に支援する役割とその活動に関連
するワークショップに参加し必要とされる
知識や技術，人材の育成について調査を行っ
た．また先進的な活動を行っている韓国の大
学情報に関するデータベースについて韓国
教育開発院や複数の大学での活用状況の実
施調査を行い情報システムの機能や管理運
営の実態について調査検討を行った． 



 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
大学の諸活動に関する情報の収集およびデ
ータ形式およびデータベース構築に関する
研究，また大学の諸活動に関する情報システ
ムの運用と人材育成に関する研究は，計画的
に進展し十分な研究業績を残している． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 大学の諸活動に関する情報の収集およ
びデータベース構築に関しては，データ形式
の検討とデータベースを利用者が簡潔かつ
効果的に活用しやすくする Webサービスの実
現や最新の情報可視化手法により有効な情
報表現方法の開発を進展させていく． 
(2) 大学の諸活動に関する情報システムの
運用と人材育成に関しては，アメリカ等を参
考に日本型の大学情報システムの開発と管
理運営の検討を図る．また関連する人材の育
成方法に関する図書の翻訳等をさらに進め
る． 
 
５. 代表的な研究成果 
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